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原 著
パ ー キ ン ソ ン病患者が 日常生活行動 に対して
用 い て い る対処方法 に つ い て
田 所 良 之 (千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程)
パ ー キ ン ソ ン病 患者が 日常生活行動 に対 して用 い て い る対処方法を明らか にす る た め に, 外来 パ ー キ ン ソ ン 病患者 に面接
調査を行 っ た｡ 対 象者13名 の 分析か ら6 つ の 対処方法 の 種類 と25の 内容を見出 し た.
1
. (主体的な管 理) 主体的 に対処して い く方法で , 臨機応変 な対応, 自分で 出来 る ･ す る こ と が 重要, 求 め る効果を得
る こ とが重要, 失敗体験があ っ た り障害を自覚ある い は予想 した, 必要に 応 じ た家族 へ の 依頼, よ り よい 方法の 模索を含
む｡
2
. (思 考の 転換) 考え方や視点を変 えて 対処 して い く方法で , 副次的効果 の 価値も重視する, 趣 味 に価値を見出す, 理
由付けして継続す る, 既存 の 方法 の 流用 ･ 強化, 偶然 か ら発見す るを含む｡
3. ( 習慣化と常態化) 習慣化や常態化す る方法 で, 習慣 化 ( する ･ して い る), ペ ー ス を整 え る (pa cing), 病 前 の 行
動を維持 しよ う とす る, 病前 の 役割を維持しようとする, 障害だ と感 じな い を含む｡
4 . (コ ン ト ロ ー ル 不可能) 自分 の対処能力を越 え て い る と判断 され たも の へ の 対処方法 で; 自分で は どう し よ うも な い
と思う, 成り行きで考え る を含む
5. ( 他者を 意識す る) 他者 の 評価を意識して 対処行動 に至 る方法 で , 他者 に気をつ か う, 家族 に気を つ か う, 他者 を気
にす るを含む.
6 . ( 外部の 情報を利用す る) 外部か ら得 た情報 から対処す る方法で , 医療者 の 情報を利用す る, 同病者 の 情報を利用す
る,~他者の 情報を利用す る, 本 の 情報を利用するを含 む｡
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はじめ に
パ ー キ ン ソ ン 病は動作緩慢, 寡動, 筋固縮, 振戦を主
症状とする変性性神経疾患で あり, 神経難病の ひ と つ で
あ る｡ パ ー キ ン ソ ン 病患者は, 疾患 に より生活様式や社
会的役割の 変化を強い られる ことが多く, そ の 結果, 痩
養 に対する意欲低下をきたし, 進行する疾病や 日常生活
に適切に対処できない ことがある｡
慢性疾患をも っ 患者の対処に 関して , 慢性疾患患者の
コ ー ビ ン グ に おける認知的評価とそ の プ ロ セ ス や慢性病
患者が闘病生活に お い て 用い て い る コ ー ビ ン グ ･ パ タ ン
を明 らか に した もの 1) を は じめ と し て い く つ か の 研
究 2 - 4) が み られる｡ しか し, ス ム ー ズ に歩けな い , 思 う
よう に言葉が話せな い , ふ るえ て 動作が うまく出来ない
等の人間の基本的生活上の 障害をも っ て お り, 日常生活
に お い て今ま で の対処方法の 変更を余儀なく され , 同 じ
く慢性進行性の経過を辿る パ ー キ ン ソ ン 病患者を対象と
した対処に 関する研究は, 国内で はみ あたらな い ｡
M a r rJo-a n ne は, パ ー キ ン ソ ン 病と共に生きる生活
体験の研究 5) を行 い , イ ン タ ビ ュ ー の 内容分析か ら①病
気の衝撃 , ②病気を取り扱う こと, ③自立と常態を維持
するこ と, ④努力と い う テ ー マ を見出し, 個 々人が用い
て い る対処方法を系統的に研究する必要性と方向性を示
した｡ Habe r man n は, 解釈的現象学的ア プ ロ ー チ に よ
り , 若年性 パ ー キ ン ソ ン 病患者が経験した日 々 の要求を
調査した 6)｡ し か し, こ れ らの 研究は いずれも, 対処方
法を詳細に分析 した研究で はな い ｡
筆者は, 先行研究 7) で , パ ー キ ン ソ ン 病 に より影響を
受けた日常生活行動に 対する患者の対処方法に つ い て の
研究を行い , ①主体的な管理 , ②思考の転換, ③習慣化
と常態化, ④ コ ン ト ロ ー ル 不可能, ⑤他者を意識する,
と い う5 つ の 対処方法の 種類とそれ に含まれる14の サ ブ
カ テ ゴ リを見出した ｡ しか し, 当該研究で は規定した 日
常生活行動に 対する患者の 対処方法の うち各個人に特徴
的な部分の み の 抽出 ･ 分類をし, 個人が用い て い る全て
の対処方法を分類したわ け で はなか っ た｡
そ こ で , 本研究で は, 先行研究で 明らか に されなか っ
た対処方法を含めて , パ ー キ ン ソ ン 病患者が日常生活行
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動に対し て用 い て い る対処方法を明らか にする ことを目
的とする｡
Ⅱ . 研究目的
本研究の目的は, パ ー キ ン ソ ン 病患者が 日常生活行動
に対し て用 い て い る対処方法を明らか にする こと である｡
Ⅲ . 用語 の定義
1
. 対処方法
La z a rus に よ る対処 8) を参考に , 本研究で は, 対処方
法を, 変化した日常生活行動に対し て , ①困 っ て い る こ
と, ②困 っ て い る こ と に つ い て の 認識 ･ 感情, ③困 っ て
い る こ と に つ い て どう行動して い るか (対処行動), ④
そ の 行動に至 っ た経緯, ⑤そ の 行動の 結果 ･ 効果, ⑥ そ
の 行動の結果 ･ 効果及び行動に 対する認識 ･ 感情, ⑦ こ
れか ら先の展望を含めた 一 連 と して 把握したもの とする｡
2
. 日常生活行動
日本看護科学学会学術用語検討委員会に よる日常生活
行動 9), 川島に よる生活行動1 0) を参考に , パ ー キ ン ソ ン
病患者の生活の特徴を考慮 して , 本研究で は日常生活行
動を移動 (歩行), 書字 ･ 会話 ･ 人 と の交流, 身繕 い
(洗顔･ 歯磨き ･ 整髪 ･ 化粧など), 排滑, 更衣, 入浴,
食事及び調理 , そ の他 の行動, よく なろう ･ 悪くならな
い よう に と思 っ て行 っ て い る行動と規定する｡
Ⅳ
. 研究方法
1 . 対象と調査期間
対象は, 千葉県内の 3病院の 神経内科外来に通院して
い る パ ー キ ン ソ ン 病患者の うち, ①痴呆症状がなく質問
に対して 言語で答えられ, ②診断が確定 して おり, 主観
的あ る い は客観的に疾病に より日常生活に何 らか の 影響
があり, ③研究依頼に承諾が得られる者で ある｡ 調査期
間は1994年4月か ら9月で ある｡
2 . 調査方法
1) 外来で の 基礎情報の収集と研究依頼
外来にお い て 診察時に同席し, 研究依頼と診療録な ど
か ら氏名, 年齢, 性別, 職業, 現病歴, 既往歴, 重症度,
治療内容, 家族構成など の基礎情報を収集した｡
2) 面接調査
後日改めて , 患者宅ある い は外来診察室に お い て , 自
作 の半構成の 質問紙を用い た面接調査を行 っ た｡ 面接内
容は対象者の 許可を得て テ ー プ録音し, 後 に逐語録とし
た｡ 面接 は1回あたり1 - 2時間で , 対象者 一 人 あたり
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図1 対処方法フ ォ ー マ ッ ト
2 - 3回 の面接を行 っ た｡ イ ン タ ビ ュ ー で は, 各日常生
活行動に対し て , 困 っ て い る こ とから 一 連 の 対処方法を
詳細に聞き取れるよう に し, 2回目以降の 面接で は対象
者が前回の話を思い 出しやすい よう に した｡
3) デ ー タ の整理方法
面接終了後, 自作 の対処方法 フ ォ ー マ ッ ト (図1) 杏
使用して , 逐語録の 中か ら対処方法 フ ォ ー マ ッ ト の各項
に該当すると思われた部分をまとめ て記述 した｡
3. 分析方法
対処方法フ ォ ー マ ッ ト の記述内容を, ひ と っ ひと つ の
困 っ て い る こ とごと に , 〔困 っ て い る こ と , 困 っ て い る
こ と対する認識 ･ 感情, 対処行動に至 っ た経緯〕(- α),
〔対処行動〕(- β), 〔対処行動の結果 ･ 効果, 対処行動
に対する認識 ･ 感情及び対処行動の結果 ･ 効果 に対する
認識 ･ 感情, こ の 先の 展望〕 (- γ) に分割 し て , α と
γ に つ い て , そ の 内容を別々 に要約した後, α と γ を合
わせ て 要約した｡ 次 に全対象者に つ い て同様に要約した
も の をカ ー ド に して並 べ , 対処行動に至るま で の経緯と
対処行動の 結果 ･ 効果 の 認識にお い て み られる対象者の
意図に 着目して , 性質が類似して いると思 っ た も の を集
め
, ネ ー ミ ン グする ことを繰り返した ｡ そ の際, 筆者の
先行研究の 結果明らか に な っ た対処方法の 種類を参考に
し て分類 し, どの サ ブカ テ ゴ リとも性質が異なるもの に
つ い て は, 新規 に分類, ネ ー ミ ン グ して , 対処方法の 種
類を新たに構成 した｡ 要約等の妥当性に つ い て は神経内
科病棟で勤務経験の ある大学院生2名及び老人看護学教
育研究分野の教官に より検討された｡
Ⅳ
. 結 果
1. 対象者の概要 (表1)
対象者は13名で , 4名は外来で の面接調査, 9名は対
象者宅で の 面接調査で あ っ た｡ 対象者は50- 80歳 (平均
66歳)で , 男性7名, 女性8名で あ っ た｡ Ho ehn & Yahr
の重症度分類で は, Ⅰ度1名, Ⅱ度5名, Ⅱ度7名で ,
雁病期間は6 - 15年 (平均9年) で あ っ た｡ 自営また は
雇用され て 仕事をし て い るも の は3名で , 独居生活を し
て い るの は1名だけ で あ っ た｡
2
. 各対象者が行 っ て い た対処方法の数
各対象者は, 5 - 19の対処方法を利用 して おり, 全対
象者における対処方法の数は142で あ っ た｡
3
. 対処方法の種類 (表2)
142の要約に つ い て 分析を行 っ た結果 , 先行研究 で 得
られ た (主体的な管理) , (思考の転換) , ( 習慣化と
常態化) , (コ ン ト ロ ー ル 不可能) , (他者を意識す
る) に加え て , 新 た に (外部の情報を利用する) が見出
され , 対処方法の種類は合計6 となっ た｡ 又, サ ブ カ テ
ゴ リも 【必要に応じた家族 へ の依頼】 , 【よりよ い 方法
を模索】 , 【既存の方法の流用 ･ 強化】 , 【偶然か ら発
見する】 , 【病前の役割を維持しようとする】 【障害だ
と感じな い】 , 【家族に気を っ かう】 , 【医療者の 情報
を利用する】 , 【同病者の情報を利用する】 , 【他者の
情報を利用する】 , 【本 の情報を利用する】 が新た に見
出され合計25 となっ た. 以下, 対処方法の 種頬とサ ブ カ
テ ゴ リ, 及 び, そ の 内容を代表する対象者の 要約に つ い
て記述する｡
1) (主体的な管理)
(主体的な管理) は全13 ケー ス で 利用され て い た｡
● 【臨機応変な対応】
3 ケ ー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 薬効 の 日
内変動に困 っ て い るケ ー ス 3 の要約で は, ｢ 出来る こ と
は自分でする の が こ の病気に は い い と思 い そうするが,
病状 に はば ら つ きがある の で そ の時は柔軟に対応する｣
と, 自分 の調子に よ っ て は対処方法を臨機応変に使い分
ける こ とが示された｡
● 【自分で 出来る ･ する ことが重要】
6 ケー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 入浴時に
動きにく い時があるケ ー ス 3 の要約で は, ｢た とえ やり
づ らくて も動くうちは自分で やる の が 一 番良 い と思 っ て
い る の で不十分で も満足｡ こ の先も続けられる よう に努
力し て いく｣ と, 自分 で行う こと に価値をお い て い た｡
● 【求める効果を得る ことが重要】
10 ケー ス で 利用され て い た対処方法で ある. 症状が悪
くならな い よう に願 っ て い るケ ー ス11の要約で は ｢現状
か ら悪くならな い よう に自発的に取り組んだら, 状態の
改善と い う効果があり , 気分もよか っ た｡ 効果を体感 し
て お り, 悪くなると困るか ら継続して いく｣ と効果の 自
覚に より主体性がさ ら に増し て い た｡
表1 対象者の概要
Na 悼 重症度 病歴 年齢 職 業 家族構成
1 男 Ⅰ 7年 62 工場自営 妻, 娘3人
2 女 Ⅱ 6年 69 無職(元 臓 独り暮らし
3 男 Ⅱ 7年 56 無職(元会社員) 妻, 息子2人
4 男 -Ⅱ 7年 67 無職(元会社員) 妻, 息子
5 女 Ⅱ 8年 72 主婦 息子夫掩 孫2人
6 男 Ⅱ 10年 50 会社員(営業) 妻, 娘2人
7 女 Ⅱ 6年 69 主婦 克 娘
8 男 Ⅱ 8年 75 たばこ屋(自営) 妻, 息子夫鳳 孫2人
9 女 Ⅱ 10年 56 無職(元会社員) 夫, 娘, 孫, 息子
10 男 Ⅱ 10年 61 無職(元会社員) 妻
ll 男 Ⅱ 10年 80.無職(元工場自営) 妻, 息子夫婦, 疏
12 女 Ⅱ 13年 63 主婦 夫
13 女 Ⅱ 15年 74 無職(元会社員) 娘夫婦, 孫2人
表2 対処方法の 種類とサ ブカ テ ゴリ, 利用して いた
ケ ー ス 数 (網かけ部分は新たに見出したもの)
対処方法の 種類
(ケ - ス数)
サ ブ カ テ ゴ リ 嘉
一 ス
(主体的な管理)
(13)
【臨機応変な対応】 3
【自分で出来る . する ことが重要】 6
【求める効果を得る ことが重要】 10
【失敗体験があ つ たり障害を自覚ある い
は予想した】 7
(思考の転換) u3)
【副次的効果の 価値も重視する】 5
【趣味に価値を見出す】 4
【理由づけして 継続する】 4
( 習慣化と常態
化) (8)
【習慣化(する . して い る)】 3
【ペ ー スを整え る (pa cing)】 2
【病前の 行動を維持しようとする】 2
:.:_;:.=蛋 :.◆-'■一ー:; 警!====#=.:;i;i;妻
(コ ン トロ ー ル 不 【自分で はどうしようもない と思う】 4
可能) (6) 【成り行きで考える】■ 2
(他者を意識す
る) (7)
【他者に気をつ かう】 2
【他者を気にする】 2
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● 【失敗体験があ っ た り障害を自覚ある い は予想した】
7ケ ー ス で利用され て い た対処方法で ある｡ 階段 で の
転倒 ･ 骨折経験の あるケ ー ス 1 の 要約で は ｢一 度 おか し
た失敗から自分の 障害を自覚 し, 再び同じ こ とを繰り返
さ な い よう に予防的に行動 して 効果を得て い る｡ 効果的
ゆえ に行動が継続され る｣ と失敗体験と予防的効果か ら
主体的に対処方法の継続 に つ なが っ て い た｡
● 【必要に応 じた家族 へ の 依頼】
本研究で新た に 見出され , 5 ケ ー ス で 利用され て い た
対処方法で ある ｡ 更衣 に時間がかか っ て や り にくさもあ
るケ ー ス13の 要約で は ｢自分でや っ て み るが, 出来なか っ
た り時間がかか ると依頼する｡ 察し て手伝 っ てくれると
嬉 しい ｡ 先の 事は分か らな いが , とりあえず今は継続す
る｣ と必要な時に は主体的に家族に依頼する ことを示し
て い た｡
● 【より よ い方法の 模索】
本研究で 新た に見出され , 2 ケー ス で利用され て い た
対処方法で あ る｡ 排滑 に 関 し て の ケ ー ス10の 要約で は
｢対策を実行し, 効果を得て い るが, 対策 に伴う気 に な
る点があ るの で 他の 方法で やりた い と試行錯誤して いる｣
とよりよ い対処方法を求めて主体的に模索 ･ 施行 して い
く ことを示して い た｡
2) (思考の 転換)
(思考の 転換) は全13 ケー ス で 利用され て い た｡
● 【副次的効果の 価値も重視する】
5 ケ ー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 病気が悪
くな らな い よう に散歩し て い るケ ー ス 7 の要約で は ｢自
分で考え て や っ て い る｡ 運動する こ と に よる効果は感じ
て な い が , そ れ に伴う人と の交流が快の感情に つ ながる
こと で 行動の 継続がな され る｣ と, 実際 の効果だけ で な
く副次的効果にも目を向けて い る こ とを示し て い た｡
● 【趣味に 価値を見出す】
4 ケ ー ス で 利用されて い た対処方法で ある｡ 歩行 に困
難を伴うケ ー ス 4 の要約で は ｢(趣味で や っ て い る) 太
極拳か ら ヒ ン ト を得 て , 工夫した ら効果が あ っ た の で継
続し て い る｡｣ と今ま で や っ て い た趣味に含ま れ た効果
に気づ い て継続 して い る こ とを示 して い た｡
● 【理 由づ けし て継続する】
4 ケー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 更衣 に困
難を伴うケ ー ス10の要約で は ｢時間がかかりイ ライ ラす
る ことも, リ - ビ リ の ため に繰り返 して や るしかな いと
思い実行する｡ 結果と して は自分で 出来て 効果的｡ こ の
先もリ - ビ リ と して継続する｣ となん らか の理由づ けを
し て継続し て い る こ とを示 して い た｡
● 【既存の方法の流用 ･ 強化】
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本研究で新た に見出され, 6 ケ ー ス で利用され て い た
対処方法で ある｡ 立 っ た まま で の排尿 に困難を伴うケ ー
ス 3 の要約で は ｢普段の生活で行 っ て い る他 の方法を,
楽か なと思い流用して みたらやりやすくて よか っ た の で
継続し て い る｣ と, 小用 で も便座 に座 っ て や る こ とを示
し て い た｡
● 【偶然か ら発見する】
本研究で新た に見出され, 8 ケー ス で 利用され て い た
対処方法で ある｡ 歩きに くさ の あるケ ー ス 1 の要約で は
｢大意なく履い た靴に効果の 期待がもて た の で 使用し て
みると, 実際効果的で あ っ た の で継続して い る｣ と偶然
利用 して みた もの に効果があ るん じ ゃ な い かと発見する
可能性に つ い て 示して い た｡
3) (習慣化と常態化)
(習慣化と常態化) は8ケ ー ス で 利用され て い た｡
● 【習慣化 ( する ･ して い る)】
3 ケ ー ス で 利用されて い た対処方法で ある｡ 腰痛の あ っ
た ケ ー ス 6 の要約で は ｢他者か ら提示され た方法をや っ
て み た ら, 効果 はともかく習慣 とな っ た｡ 中断すると今
の状態より悪くなる不安があるし, 他 に い い方法がな い
の で継続する｣ と習慣化した対処方法を継続して い る こ
とを示 して い た ｡
● 【ペ ー ス を整える (pa cing)】
2 ケー ス で利用され て い た対処方法で ある｡ 薬が効い
て こ な い と字が書きにく い ケ ー ス 4 の要約で は ｢ 薬が効
い て来る時間と薬の 効果を実感 して い る の で , 待て ば い
い と不安なく過 ごして い る｣ と自分が ど の ような映態で
あれば どれぐら い で きるか明らか に し て い た｡
● 【病前の行動を維持 しようとする】
2 ケ ー ス で利用され て い た対処方法で ある｡ 食事 の箸
づ か い に やり に くさを感じたケ ー ス 1 の要約で は ｢能力
の低下を年齢に よるもの とし て 考え た い反面, 他者 に高
齢と思われる ことを嫌い , 苦痛を伴うが , 今ま で の方法
を維持しようとし て い る｣ ことを示して い た｡
● 【病前の役割を維持しようとする】
本研究で新た に見出され , 1 ケ ー ス の み で利用され て
い た対処方法で ある｡ 主婦役割と して の調理 に 困難を感
じたケ ー ス 7 の要約で は ｢今まで の仕事役割の継続に支
障が出てJL､細 い の で , 役割喪失しな い よう に楽 に 出来る
方法を考え た｡ 時間がかか るが 一 応 の効果 はあり, 出来
る範囲で継続して いく｣ と何らか の方法の採択に より今
ま で の 自分の役割を維持できるよう に し て い る こ とを示
し て い た｡
● 【障害だ と感じな い】
本研究で新た に見出され , 1 ケー ス の み で利用され て
い た対処方法で ある｡ 更衣 に 工夫を して い るもの の ケ ー
ス 1 の要約で は ｢病気で 障害が出て い ると は感じて お ら
ず, 特別な対処行動と して位置づけ て い な い が , 効果は
ある の で継続する｣ と自分で は特別に 障害を感じて い な
い と述 べ て い た｡
4) (コ ン ト ロ ー ル 不可能)
(コ ン ト ロ ー ル 不可能) は6 ケ ー ス で 利用され て い た｡
● 【自分で はどうしようもな い と思う】
4 ケー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 歩行しは
じめ に足 の痛みがあるケ ー ス 2 の 要約で は ｢検査で異常
ない と言われ て おり痛みを我慢して 歩い て い る の は病気
だから仕方ない と諦め て い る｣ と自分で は コ ン ト ロ ー ル
の しようがな い こ とを示して い た ｡
● 【成り行きで考える】
2ケ ー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 歯磨きが
やりにくい が将来 は総入れ歯だか ら い い と言うケ ー ス 12
は ｢ 困難さ に はイ ライ ラするもの の , 将来が予想で き,
そ れを受容する準備が出来て い る の で , 努力し て対処す
る こと はしな い｡ こ れ か ら先も成り行きまかせ で今 の方
法を継続 して いく｣ と諦め て い る こ とを示し て い た｡
5) (他者を意識する)
(他者を意識する) は7 ケー ス で利用され て い た｡
● 【他者に気を つ かう】
2 ケー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ バ ス の 中
で の料金支払いが もた っ い て しまうケ ー ス10の要約で は
｢以前の体験を生か して , 他者の 迷惑 に な らな い よう に
自分で考え て対策をとる こと に より, 効果がある し気分
的に楽｣ と公共の場で他者に配慮して い る ことを示し て
い た｡
● 【家族に気を っ かう】
本研究で新た に 見出され, 3 ケー ス で 利用され て い た
対処方法で ある｡ 洋服 より着物が着やすい と い うケ ー ス
11の要約で は ｢以前か ら使用して い た着物より手間の か
か る洋服を身に つ ける時は, 能力 の不足を感t;, 悪 い な
と思いなが ら家族に依頼する｡ そ うするとや っ て もらえ
るが , こ の 先も迷惑を出来るだけか けな い で い い よう に
な る べ く自分で着られ る着物を着る｣ と家族に配慮 して
い る ことを示し て い た｡
● 【他者を気にする】
2 ケー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ は っ きり
し ゃ べ れ な い と感じ て い るケ ー ス 12の要約で は ｢ 自分の
能力が低下し, そ れを他人に見られる の も嫌な の で , 自
分か ら他者との接触を避けるよう に した｡ 他者と の交流
が きれ てきたが , そ れ で よしとし て おり, 今 の まま継続
して いく｣ と自分が奇異に み られる ことを嫌い 他者を気
に し て い た｡
6) (外部の情報を利用する)
こ の対処方法の 種類及びサ ブカ テ ゴ リ は, 本研究で新
た に見出されたもの で ある｡ (外部の情報を利用する)
は9 ケ ー ス で 利用され て い た｡
● 【医療者の 情報を利用する】
6 ケ ー ス で 利用され て い た対処方法で ある｡ 歩行 に困
難が伴うケ ー ス13の要約で は ｢Dr . の 提示した方法を実
行 して みる こ と で楽 に 出来ると い う効果が得られた｣ と
医療者か らの 外部情報を利用して効果的で あ っ た こ とを
示 して い た ｡
● 【同病者の 情報を利用する】
2 ケ ー ス で 利用され て い た対処方法で あ る｡ 歯磨きが
やりにくか っ た ケ ー ス10の要約で は ｢同病者か ら勧め ら
れ た方法を自分で も い い と判断し, 実行する こと に より
効果が得られ た｣ と同病者か らの 外部情報を利用 した こ
と を示し て い た｡
● 【他者の 情報を利用する】
3 ケー ス で 利用されて い た対処方法で ある｡ ケ ー ス10
の 要約で は ｢他者か ら の情報や勧め られたもの の 中か ら,
自分なり に選択し て行う｣ と他者か らの 外部情報を選択
して 利用した こ とを示し て い た｡
● 【本の 情報を利用する】
1 ケ ー ス の み で利用され て い た対処方法で ある｡ 話 し
にくさが あるケ ー ス 5 の要約 で は ｢本から予防策を得て ,
予防出来て い ると実感 して い る の で , そ ん な に深く考え
込まな い｣ と本か らの情報の 利用を示して い た｡
Ⅴ . 考 察
1
. 新 たに構成された対処方法の種類
本研究に より (外部の 情報を利用する) と いう対処方
法の種類と11の サ ブ カ テ ゴ リを新た に見出した ｡ 先行研
究で は各個人 に特徴的な対処方法を抽出したが , こ れ ら
の 新た に見出され た対処方法は, パ ー キ ン ソ ン 病患者に
と っ て , より普遍的で 一 般的な対処方法で あると思われ
る｡ 以下, 新た に見出した結果を中心に , 対処方法の種
類に つ い て考察する｡
1) (主体的な管理)
結果で得られたもの は, 自 ら積極的 ･ 主体的に対処行
動を展開して いく性質をも っ た内容で あ っ た｡ そ の対処
行動に至るま で の経緯に は様々 なもの があ るが , 自分 の
意志で判断を下して決定し, 実行 に 移すと い う点で主体
的な対処方法で ある｡ (主体的な管理) は全ケ ー ス が利
用し て おり, 又, 【求める効果を得る ことが重要】 は13
ケ ー ス 中10 ケー ス が利用 して い た こ とか ら, こ の カ テ ゴ
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リ は対処方法の 中核をな すもの だと思わ れる ｡ Deci は
｢自己決定された行動に は自己の欲求の 充足を い か に 達
成す べ きか に関する己の期待に もとづく, い か に 行動す
べ きかと い う人々 の決定がふくまれ て い る｣11) と述 べ て
い る｡ 今回新た に見出された 【必要に 応じた家族 へ の 依
頼】 の よう に , 一 見すると主体的で はなさそうな内容で
ら, 依頼すると い う自己決定された行動に は自分の 欲求
を充足するに は依頼するの がよ い と い う主体的な決定が
含まれ て い ると考えられる｡ ま た, 今回新た に 見出され
た 【よりよ い方法の模索】 も, 進行して い く症状に合わ
せ て , 長期 に渡 っ て対処方法を変化させ て い く必要性が
ある パ ー キ ン ソ ン 病患者がより よく対処して いくた め に
望ま し い (主体的な管理) の ひと っ で ある ｡
2) (思考の 転換)
結果か ら得られ たもの は, 実際に 行 っ た対処行動が問
題解決 にお い て効果的で あるか どうか に かかわ らず, そ
の方法に 伴う他の効果や結果を, 視点を変え て 見直して
みると い う もの で あ っ た｡ (思考の転換) も全ケ ー ス で
利用され て おり, こ の カ テ ゴ リ の性質か ら (主体的な管
理) と同時に , あ る い はリ ー ダ ー , 時に は フ ォ ロ ア - と
して 作用して い る の で はな い かと思われる｡ 本研究で 新
た に加わ っ た 【既存の方法の流用 ･ 強化】 や 【偶然か ら
発見する】 はt 日常生活上の ふ と した ことか らそ の 有効
性を認識したり, 工夫を考え つ くもの で ある｡ こ の 方法
の 利用に あた っ て は, 物事を異な っ た視点か らと らえ る
こと の 出来る柔軟な発想が基本に な っ て い ると考えられ,
対処するため の 予備力や考え方の余裕, 生活上の知識や
経験の豊かさが大 きく影響する の で はな い か と思う ｡
(思考の転換) は, や やもすると問題解決行動と して の
ポ テ ン シ ャ ル は低 い場合があるが, こ の方法をとる こと
で決の感情や安心感をもたらす場合が多く, (主体的な
管理) と同様 に有効な対処方法で あると思われる｡
3) ( 習慣化と常態化)
結果か ら得られ たもの は, 個人が困難を感じて い る こ
と に対 して , 既 に習慣化して い る行動を用い たり, 行動
を習慣化する, あ る い は雁病し て い な い か の よう に普通
の状態を維持 しよう とする対処方法で あ っ た｡ 常態化 12)
と は, 症状を他者 に知られ な い よう に隠蔽したり, 取 り
繕 っ た り, 自分 の 機能低下した状態を正当化して普通の
よう に見せる方策で ある ｡ こ れ は他者と の相互作用の場
面に お い て見 られる ことが多い｡ 今回新た に見出され た
【障害だと感 じな い】 を用い て い た の はケ ー ス 1 の み で
あ っ た. ケ ー ス 1 は本研究の 対象者中, 唯 一 重症度Ⅰ度
で , 日常生活行動 にお い て も, 自営工場の 管理者とし て
他者に代行させたり, 妻 に色々 世話をして もらえ ると い
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う ｢資源｣が あ っ た｡ 症状 の 出現が緩やかな パ ー キ ン ソ
ン 病患者で は, 実際 に何らか の困難が生じ て い て も, 出
現した症状の種類と程度 ･ 頻度, 対処資源を含めた生活
環境に よ っ て , 病気 の ごく初期, あ る い は特定の 日常生
活行動に 【障害だと感じな い】 と い う対処方法を利用す
ると考え られる｡ しか し, 徐 々 に進行する症状やそれ に
よる能力低下, 生活環境の変化に よ っ て対処方法も変化
させ て いく必要性が生C, そ の 時に , 障害を自覚した上
で の 新たな対処方法の利用に至ると思われる｡ ま た, 節
た に見出された 【病前の 役割を維持 しようとする】 は
【病前の 行動を維持しようとする】 から特化 したもの で
ある｡ 本研究で はケ ー ス 7 が主婦役割を維持するため の
対処方法とし て みられ たが, 多様な生活背景をも っ た者
を対象とし て分析するこ と で , 職業人と して の役割, 夫
役割, 親役割など の維持に関するもの が見出すことが出
来ると思わ れる｡
4) (コ ン ト ロ ー ル 不可能)
結果か ら得られ た の は, 出来事を自分で コ ン ト ロ ー ル
出来な い と認識 して 【自分 で は どう しよう もな い と思
う】 , さ ら に それ に引き続く反応だと思われる 【成り行
きで 考え る】 であるo こ れ らは, ス ト レ ス が自分の対処
能力を越えて い て , 自分 の力 で はたちうち で きな い と認
識して い る時や, あ る い は様 々 な対処方法を利用したり,
思考を転換して も効果が見出せな い時 に , 無力感や自己
制御感の 喪失と共にみ られる｡ 特 に パ ー キ ン ソ ン 病患者
で は抑う つ 状態に陥るリ スク もあるため, こ の対処方法
を利用して い る状態が長く続く と対処に消極的に なり,
療養生活全体に悪影響を及ぼす可能性があると思われる｡
そ の ため , た とえ小さな こ と で も自分で コ ン ト ロ ー ル し
て い ると い う感覚がもて るようなかかわりを行い , (主
体的な管理) , (思考の 転換) , (習慣化と常態化) を
利用で き るように対処方法を変化させ て いく ことが必要
だと思われる｡
5) (他者を意識する)
結果か ら得られたもの は他者との 相互作用に関する も
の で あ っ た ｡ 梶 田 は ｢他の 人か らの " ま な ざし" をわず
らわしく耐えがた い もの に感 じる時, 人は "ま な ざし"
に 出会わなくて もよ い状況 に身を お こ う とする｣13) と述
べ て い る｡ ある程度, 他者 の まなざしを気にする ことは,
社会性を保 っ て いくため に重要な こと で あり, 適度で心
地よ い緊張感を受ける時もある｡ し か し, 自分 で自分の
ことが思うよう に 出来なくな っ て し ま っ た時 に , 他者か
ら のま なざしは 一 転 し て負担以外の何もの でもなくなり,
矢 の よう に つ きささるよう に感じられる ことがある｡ そ
れは常態化がうまく出来なくな っ た時 に顕著 にあらわれ
ると思われる｡ 一 方, 自分で なん とか コ ン ト ロ ー ル 出来
る症状や困難に 関して は, 他者 へ の 気遣いや配慮をしな
がら対処する ことが で きて い る｡ 今回新た に見出された
【家族に気を っ か う】 は 【他者に気を っ か う】 か ら特化
したもの で あるが , どち らも自分の ニ ー ズ と他者と の関
係の バ ラ ン ス を うまく保とう として い る結果で ある｡ 日
常生活行動上の 障害を持ちながら長期在宅療養を行う パ ー
キ ン ソ ン 病患者で は, ケ ア提供者とな る家族との関係の
バ ラ ン ス を と っ て いく ことが不可欠であると考えられる｡
6) (外部の情報を利用する)
これは, 今回新た に 見出された対処方法の 種類で , 対
処 に かか わる知識や情報の 源に関するもの で あ っ た｡ 知
識と情報は, 人的資源, ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト, 知識と情
報, 時間, 経済力な どの ｢資源｣ の 一 つ で 管理 の プ ロ セ
ス に影響を与える条件で ある｡ 本研究の 対象者は, 医療
者 (医師, 保健婦), 同病者, 他者 一 般, 本等 か ら情報
を得て利用して い たが, 最も多か っ た の は 【医療者の情
報を利用する】 で あり, 本 か ら得て い るの はわずか に 1
名の みだ っ た｡ 対象者が外来通院患者で あ っ たた めか ,
病院看護者か ら の情報を利用 して い るもの は いなか っ た｡
Haber m a n nの 研究14) に お い て も, パ ー キ ン ソ ン 病患者
の 日 々 の要求とし て , 形式的な知識を得る こと及 び実際
的な知識を得る こと の重要性が述 べ られ て い る よう に ,
パ ー キ ン ソ ン 病 の よう に長期に渡る療養生活を余儀なく
される病気 へ の対処に お い て は, も っ て い る知識と情報
の量に より, そ の生活の質が大きく左右されると思われ
る｡
Ⅵ . 本研究の 限界と今後の 課題
本研究は, そ の 時 に パ ー キ ン ソ ン 病患者が用い て い る
対処方法に つ い て 横断的に調査したもの で ある｡ 対処方
法は症状 ･ 環境な どの 状況に応じ て変化し て いくと考え
られるが, 本研究で はそ の変化に つ い て は分析する こと
が出来なか っ た｡ ま た, 言語 に よる面接可能な対象者に
限定して い るため, 高度 に進行した パ ー キ ン ソ ン 病患者
の 対処方法に つ い て は明らか に な っ て い な い ｡ 今後 の課
題として , 対処方法の変化を縦断的に調査 ･ 分析する必
要性が あると思われる｡
Ⅶ
. 結 論
パ ー キ ン ソ ン 病患者が日常生活行動に対 して 用い て い
る対処方法を分析する こと で , 6 つ の対処方法の 種類と
25の サ ブ カ テ ゴ リを見出した｡ そ の 時, 患者が どの よう
な対処方法を用い て い る の か把握する こと で , 長期 に渡
る療養生活に お い て個人が用い て い る対処方法の 変化に
応 じて 支え て いく看護援助を展開で きる と思われ る｡
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C O PIN G STR A T E G Y F O R A C TIVIT Y O F D AIL Y B E H A V IO R, U SE D B Y P A TIE N T W H O
LIV ED WIT H P A R KIN S O N'S DISE A SE.
Yo shiyuki T A D O K O R O
Doctoral Program in Nur sl ng, Gr aduate Scho ol of Nu rsl ng, Chiba Univ e r sity
K E Y W O RDS:
Pa rkins on
'
s Dise ase, coplng Str ateg y, a ctivity of daily beha vio r
The purpose of this study w asto identify c opl ng Strategies fo r a ctivity of daily beha vio r, u s ed
by patie nt w ho lived with Parkinson
'
s Dise ase(P D).
T he Data w a s c ollected by semi-stru ctured interview with13o utpatients lived with P Dat pati-
ent
'
s hom e or the hospital.
By analyzl ng the data , six c oplng Str ategie s a nd tw enty-fiv e s ub- c atego rie s w e r efo u nd as fol-
lo ws :
1. (IND E PE N D E N T M A N A G E M E NT) included six s ub- c ategorie s : 1) Depending on the cir -
c um stanc e s, 2)Im po rtance thatitis possible by one s elf, 3)Im portanc eto get desirable effe ct,
4) Having a failure experienc e, expe cting or being aw are of s elfdis ability, 5) Depending on
the fa mily ifneeded, 6) Seeking better m ethods.
2 . (S W IT C 日 O FT HO U G H T) included five s ub-c ategories : 1) Re specting se c ondary effe cts , 2)
Finding a nd m aking valu ein a hobby, 3) Re asoning and c o ntin uing, 4) Ap plying e xisting
m ethod to an other a nd reinforcing, 5) Disc overing by chanc e.
3 . (H A BIT U A TIO N A N D N O R M ALIZ A TIO N) included five s ub-c ategories : 1) Habitu ated or
habitu ating, 2) Pacing, 3) Ke eping behaviorbefore the illn ess, 4) Keeping a r ole befo rethe
illn e s s, 5) Not feeling self dis abilitie s.
4
. (C O N T R O L IS IM P O SSIB L E) in cluded tw o s ub-catego ries : 1) Feeling it o ut of control by
oneself, 2)T hinking at the c o u r se .
5 . (BEING A C ONS CIO US OF O T H E R P E O P L E) in cluded thr e e s ub-c atego rie s : 1) Taking
go od care of others, 2)Taking go od c are of the family, 3) M ind- care- w or ry about others.
6 . (U SIN GIN FOR M A TION F R O M O U T SID E R E S O U R C E) in cluded four s ub-c atego ries: 1)
Using info r mation fr o m medic al staff, 2) Using info r matio n fr o m patie nts with the sam e ilレ
ness, 3) Using info r m atio n fr o m othe rs, 4) Using info r m atio n fr o m bo oks.
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